
































点からする考究は必ずしも十分とは言えないようである。日本遠征が何を目的としたかの一点についても、さまざまな角度からする説明があってそれぞれ納得できるものが多いが、なお疑問氷解とまでは言えないよう 思う。その最終的な解答を導くのは容易で ないので、本稿では一つの中国史料の分析的整理を通じて今後の考究 手がかりを提示しておきたい。
元朝の日本遠征に関する記録として、 『元史』巻二〇八、日本伝は基本的なものである。しかしそ ほかの元代史料




































」 「緬」 「占城」 「海外諸蕃」 「爪哇」などが続いてい
る。また明代の『永楽大典』に『経世大典』が分散して引用されている めに、その遺文を集めた歴史文献──『元高麗紀事』 『站
ジャムチ


















































































































































において斬首されたとみられる。牒状の内容 伝わらないが、日本史料の表現から推 、夏貴・范文虎が旧南宋の将軍であり、彼らが大元皇帝の詔 受けて現に日本攻略の態勢にあること、日本側 従順な応答を得れば悲劇的結末を回
『経世大典』にみる元朝の対日本外交論7（
　元朝対日本国書・書簡表（補訂）














第 8 次遣使 第 （ 次遣使 第10次遣使












周福・欒忠 如智・王君治 王積翁・如智 〔商舶〕
一山一寧・
西澗子曇
不到達 至大宰府 至対馬 至大宰府 至大宰府 在大宰府 刑死於鎌倉 刑死於博多 不到達 至対馬近海 ？ 至鎌倉


































潘阜・李挺 潘阜・李挺 金有成・高柔 ？ 張鐸 金有成・郭麟
至大宰府 至大宰府 至大宰府 至大宰府 至大宰府 明年至鎌倉
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道、而皇天不親 沙陀背義、而蒼天失望。 帝復 用敵国礼。
（ 『十国春秋』巻四九、後蜀、後主本紀
（




















































から陸賈が遣わされると、尉佗は漢の支配を受け入れて南越王に封 れ 臣 称して朝貢し 。しかし高祖が没
















































































































































































































































































































































































































民は貧しく賦は重く、しきりに水旱が起こっても瀕死のものを救うもままならず、そこに駆りたてて海外遠征を実行するのでは悲しみ嘆かないものはなく、これでは『上下 欲を同じくする』とはいえません。大軍は東 で挫かれ敗れ、乱れ慌てて意気阻喪し、人々 闘う意欲をなくし、いわゆる気を以て主と為すどころではあ ません」 。
































に入れてもどうしようもないと、かねて聞いた漢人の言葉を引用する。ここには遠征先での無用の殺戮を戒める意図が隠されているとみる きであろう。最後に世祖が憂慮してやまない懸念が述べられてい 。⓭ 引 されるのはその最
（4
後の部分であり、遠征の将軍たちの間の不和の問題である。ただ「范文虎新降者也、汝等必軽之」の部分は『元史』日本伝に見えず、 『経世大典』だけに見えるストレートな表現である。世祖に早くから仕えた忻都・洪茶丘らの将軍たちが新附の将軍たちを低く見ることはありがちであろう。そう っても海洋を渡って日本に遠征するには旧南宋勢力に頼らざるを得なかったのである。しかも⓭ 対応する『元史』日本伝の末に見るように、世祖は 軍が日本と交渉する場面を想定し、 「仮に彼の国の人がやって来て卿らと話し合うことがあっ ときには、きっと心を同じくして協力して話し合い、あたかも一人の口から出 ように応答せよ」 、諸将間の不和がその交渉 悪影響を与えないようにと心配し いた。
論点の第二は至元十八年八月の⓮の文に基いている。敵に会わないうちに全軍を失って帰還したのだが、范文虎ら諸



























































よう 罪にあてられたかを伝える史料 見出せない。民国期の屠寄『蒙兀児史記』巻一一二、范文虎伝には『元史』張禧伝を引きながらつぎのよ にいう。







































































































































































































































































































































































































































































































































































































 上曰、 「如此則當思之。 」
（至元
（八


















































































 未幾、敗卒于閶脫歸、言、 「官軍六月入海、七月至平壺島、移五龍山、八月一日、風破舟、五日、文虎等諸將、各自擇堅好船坐去、棄士卒十餘萬于山下、無食無主者三日、衆議推張百戸者爲主帥、號之曰張總管、聽其約束。方伐木作舟欲還、七日 日本人來戰盡死、餘二三萬虜去、九 至八角島、盡殺蒙古・高麗・漢人 謂新附軍爲唐人、不殺而奴之、閶輩是也。 」
 蓋行省官議事不相下、故皆棄軍歸。久之、閶與莫青・呉萬五者逃還、十萬之衆、
得（返















































成宗大德二年、江浙省平章政事也速答兒乞用兵日本。帝曰、 「今非其時、朕徐思之。 」 （日本傳
（
　　
⓴大德三年、遣僧寧一山者、加妙慈弘濟大師、附商舶往使日本、而日本人竟不至。
（大德
（三年、遣僧寧一山者、加妙慈弘濟大師、附商舶往使日本、而日本人竟不至。
（日本傳
（
🄷 鳴呼、世祖之文經武略、與知人之明、謙光之度、成宗之能持盈、昂吉兒之讜言、諸將之罪負、日本之自絕照臨、皆當使後世有聞焉。
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